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「
自
主
共
済
制
度
の
保
険
業

法
見
直
し
を
求
め
る
」
請
願
は

１
２
対
１
７  

 

「
自
主
共
済
制
度
〜
」
の
請
願
に

は
、
大
塚
（
共
産
）
議
員
が
賛
成

討
論
を
し
ま
し
た
が
、
１
２
対
１

７
で
不
採
択
に
な
り
ま
し
た
。 
 

こ
の
請
願
の
趣
旨
は
、
オ
レ
ン

ジ
共
済
事
件
な
ど
共
済
を
悪
用
し

た
マ
ル
チ
商
法
的
な
悪
徳
業
者
を

排
除
す
る
目
的
だ
っ
た
保
険
業
法

の
改
正
が
小
規
模
の
助
け
合
い
組

織
も
適
用
対
象
に
な
っ
た
た
め
、

廃
業
す
る
か
、「
少
額
短
期
保
険
業

者
」
と
し
て
登
録
す
る
か
の
選
択

を
せ
ま
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
も

の
で
、
互
助
会
、
共
済
が
次
々
解

散
に
追
い
込
ま
れ
て
い
ま
す
。 

 

 

「
高
齢
者
を
邪
魔
者
扱
い
す
る
」

と
批
判
が
強
く
な
っ
て
い
る
「
後

期
高
齢
者
医
療
制
度
の
廃
止
を
求

め
る
〜
」
請
願
２
本
は
、
１
２
月
・

３
月
議
会
で
は
、
日
本
共
産
党
の

み
賛
成
で
し
た
が
、
国
民
運
動
の

う
ね
り
に
よ
っ
て
、
今
回
は
、
共

産
党
４
人
、
連
合
市
民
ク
ラ
ブ
５

人
、
自
治
市
民
ク
ラ
ブ
３
人
、
清

和
緑
風
会
２
人
の
１
４
人
が
賛
成

し
ま
し
た
。
し
か
し
、
残
念
な
が

ら
不
採
択
に
な
り
ま
し
た
。 

安
田
末
（
自
民
）、
平
岡
（
公
明
）

両
議
員
が
、
請
願
の
反
対
討
論
を
、

小
山
（
民
主
）
議
員
、
黒
田
（
共

産
）
が
賛
成
討
論
を
行
い
ま
し
た
。 

 

Ｐ
Ｔ
Ａ
な
ど
で
行
っ
て
い
る
授

業
中
な
ど
の
事
故
へ
の
見
舞
金
な

ど
、
安
い
負
担
金
で
給
付
を
保
証
し

て
き
ま
し
た
が
、
こ
う
し
た
共
済
の

９
割
が
廃
業
せ
ざ
る
を
え
な
い
状

況
で
す
。
請
願
は
こ
う
し
た
互
助

会
、
共
済
を
法
律
の
適
用
か
ら
外
し

て
も
ら
い
た
い
と
す
る
も
の
で
す
。 

 

川
西
市
は
近
隣
他
市
と
比
較
し

遅
れ
て
い
ま
す
。 

三
田
市
は
通
院
は
小
３
ま
で
、

入
院
は
中
学
卒
業
ま
で
無
料
。
猪

名
川
町
で
は
通
院
・
入
院
共
に
小

３
ま
で
無
料
で
す
。 

共
産
党
は
賛
成
し
意
見
書
提
出

を
求
め
ま
し
た
が
、
他
会
派
の
全

員
が
「
継
続
審
議
」
と
し
ま
し
た
。 

６
月
市
議
会
で
は
、
４
件
の
請
願
審
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
審
議
で
の
主
な

内
容
と
結
果
に
つ
い
て
報
告
致
し
ま
す
。 

審
議
さ
れ
た
請
願 

◎
「
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
」
の
中
止
・
廃
止
を
求
め
る
意
見
書
を
国
に
提
出

す
る
こ
と
を
求
め
る
請
願 

◎
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
廃
止
に
関
す
る
請
願 

◎
自
主
共
済
制
度
の
保
険
業
適
用
見
直
し
を
求
め
る
請
願 

◎
就
学
前
の
子
ど
も
の
医
療
費
無
料
化
を
求
め
る
請
願 

日本共産党 連合市民ク 政雲会 公明党 智政会 自治市民ク清和緑風会
賛成・即決を 継続 継続 継続 継続 継続 継続
賛成 賛成 反対 反対 反対 賛成 反対

賛成 賛成 反対 反対 反対 賛成 賛成

６月議会請願態度
請　　願　　名

意見書を国に提出することを求める請願

就学前の子どもの医療費無料化を求める請願
自主共済制度の保険業法適用見直しを求める請願
「後期高齢者医療制度」の中止・廃止を求める

後期高齢者医療制度廃止に関する請願書

賛成 賛成 反対 反対 反対 賛成 賛成

交渉団体名 幹事長名 人数
連合市民クラブ 小山敏明 越田謙治郎 安田忠司 津田加代子 土田 忠 多久和桂子 ６人
政雲会 宮路尊士 倉谷八千子 上馬　勇 中礼思無哉 松田恭男 久保義孝 ６人
公明党 志水隆司 江見輝男　 平岡 譲 大矢根秀明 岩田秀男 ５人
日本共産党 住田由之輔 大塚寿夫 土谷一郎 黒田美智 ４人
智政会 西山博大 吉富幸夫 梶田忠勝 安田末廣 ４人
自治市民クラブ 北上哲仁 宮坂満貴子小西佑佳子 ３人
清和緑風会 吉田　進 前田　貢 2人

所　属　議　員　名

２８日 ２７日 ９日 ８日 ３日 ２日 １日 １９日１２日１１日１０日 ９日 ８日 ５日４日 ３日 8月29日
火 月 木 水 金 木 水 金 金 木 水 火 月 金 木 水 金

役員改選１０月
９　月　議　会

１０月臨時議会 １０月決算委員会
一般会計決算１０月特別会計決算１０月

議
会
役
員
改
選

厚
生
経
済
常
任
委
員
会

文
教
公
企
常
任
委
員
会

公
営
企
業
決
算
委
員
会

一
般
会
計
決
算
審
査

一
般
会
計
決
算
審
査

一
般
会
計
決
算
審
査

特
別
会
計
決
算
審
査

特
別
会
計
決
算
審
査

総
務
常
任
委
員
会

建
設
常
任
委
員
会

本
会
議

議
会
役
員
改
選

招
集
日

一
般
質
問

一
般
質
問

一
般
質
問

自治体名 通院無料 その他
川西市 ０歳児 小６まで入院無料（小４～６は償還払い）
伊丹市 ６歳児まで 小６まで入院無料・児童手当受給者対象
宝塚市 ２歳児まで 小３まで入院無料・所得制限緩和・償還払いなし

尼崎市 ３歳未満児 入院共
西宮市 ３歳誕生月まで 入院共
芦屋市 ２歳児まで 入院共
三田市 小３まで 中３まで入院無料
篠山市 ３歳未満児 小３まで入院無料
猪名川町 小３まで 入院共・所得制限なし

兵庫県 通院１日７００円２回まで、入院１割負担月２８００円まで
所得制限なしは０歳児のみ

近隣都市「こどもの医療費」の状況



                         

 

市
の
要
綱
で
は
、
契
約
金
額
の
３

０
％
を
超
え
る
と
施
工
中
の
工
事
と

著
し
く
分
離
す
る
こ
と
が
困
難
な
も

の
を
除
き
、
別
途
契
約
に
す
る
と
決

め
て
い
ま
す
。
今
回
の
工
事
は
、
３

６
％
を
超
え
て
お
り
、
分
離
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
工
事
で
す
。
と
こ
ろ

が
工
事
は
完
了
、
今
か
ら
議
案
提
出

で
き
な
い
の
で
、「
和
解
契
約
書
」
で

処
理
し
た
い
と
い
う
の
で
す
。
こ
ん

な
事
が
ま
か
り
通
れ
ば
議
会
は
い
り

ま
せ
ん
。 

 

７
月
１
８
日
、
総
務
常
任
委
員
会
協
議
会
に
て
、
市
長
は
中
央
北
地
区

土
壌
汚
染
対
策
事
業
に
お
い
て
、
当
初
発
注
契
約
に
な
い
工
事
を
分
離
発

注
の
手
続
き
を
せ
ず
、
「
和
解
契
約
書
」
で
処
理
を
し
た
い
、
と
報
告
を

し
ま
し
た
。
議
会
無
視
で
進
め
た
事
へ
の
責
任
は
避
け
ま
し
た
。 

 

市
の
責
任
を
明
確
に
す
べ
き
で

す
。 

 
 

な
ぜ
こ
ん
な
事
に
な
っ
た
の
か

の
追
及
に
、
副
市
長
は
、
①
業
者
が

市
の
提
示
す
る
内
容
・
金
額
で
の
合

意
に
時
間
が
か
か
っ
た
、
市
も
責
任

あ
る
が
業
者
も
責
任
が
あ
る
。
②
も

っ
と
早
く
議
会
に
報
告
す
る
べ
き

だ
っ
た
。
反
省
は
こ
の
２
点
で
す
。

☆
工
事
を
ス
ト
ッ
プ
し
て
契
約
を

議
会
に
提
案
し
可
決
後
事
業
を
行

う
ル
ー
ル
を
守
ら
な
か
っ
た
こ
と

へ
の
責
任
は
ふ
れ
な
い
ま
ま
で
す
。 
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６
月
１
２
日
、
川
西
市
は
中

央
北
地
区
土
地
利
用
基
本
構

想
、
５
つ
の
ゾ
ー
ニ
ン
グ
を
発

表
し
ま
し
た
。 

◎
産
業
ゾ
ー
ン 

 

地
区
内
に
継
続
し
て
営
業
す

る
企
業
な
ど 

◎
住
宅
ゾ
ー
ン 

 

住
宅
建
設
を
行
う 

◎
環
境
ゾ
ー
ン 

 

せ
せ
ら
ぎ
道
と
連
動
さ
せ
公

園
を 

◎
公
益
ゾ
ー
ン 

既
存
公
共
施
設
の
集
積 

◎
商
業
ゾ
ー
ン 

 

大
型
店
導
入
で
活
性
化
を
行

う 

阪
神
間
で
半
径
１
㎞
程
度
で
、
２
つ
の

商
業
核
が
共
存
し
て
い
る
例
は
あ
り
ま
せ

ん
。 

◎
尼
崎
市 

・
Ｊ
Ｒ
尼
崎
開
発
・
コ
ス
ト
カ
ル
フ
ー
ル 

・
つ
か
し
ん
・
塚
口
さ
ん
さ
ん
タ
ウ
ン 

◎
伊
丹
市 

・
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
・
つ
か
し
ん 

◎
宝
塚
市 

・
宝
塚
南
口
・
逆
瀬
川
・
宝
塚
、
３
つ
の

駅
前
再
開
発
の
競
合 

●
い
ず
れ
も
共
存
出
来
ず
、
大
型
店
の
撤

退
、
破
綻
、
空
き
床
増
で
地
元
商
店
は

深
刻
で
す
。 

川
西
市
は
こ
の
５
年
間
、
毎
年
１

０
億
円
の
財
政
不
足
に
な
る
、
「
行

財
政
改
革
」
で
支
出
を
減
ら
し
て
困

難
を
切
り
抜
け
る
と
発
表
し
、
職
員

定
数
減
・
給
与
削
減
、
公
共
料
金
引

き
上
げ
、
福
祉
切
り
捨
て
を
進
め
て

い
ま
す
。
３
月
発
表
の
「
中
期
財
政

計
画
」
に
も
財
源
の
裏
付
け
は
あ
り

ま
せ
ん
。
身
の
丈
以
上
の
開
発
は
財

政
破
綻
に
導
き
ま
す
。
く
ら
し
第
１

の
市
政
が
大
切
で
す
。 

 

こ
の
１
０
年
間
に
市
内
の
商
店
数
は
７

８
％
に
、
売
り
上
げ
は
８
１
．
８
％
に
下

が
っ
て
い
ま
す
。
空
き
店
舗
も
あ
り
ま
す
。 

 

能
勢
口
再
開
発
に
お
い
て
も 

Ｃ
地
区
（
ア
ス
テ
・
阪
急
）
以
外

は
住
宅
・
事
務
所
・
店
舗
が
売
却

出
来
ず
に
莫
大
な
市
財
政
が
投

入
さ
れ
、
現
在
第
３
セ
ク
タ
ー
に

て
管
理
運
営
さ
れ
て
い
ま
す
。
能

勢
口
中
央
商
店
街
は
再
開
発
ビ

ル
に
入
ら
ず
、
川
西
市
が
買
い
上

げ
な
い
と
事
業
が
終
わ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。
現
在
、
駅
再
開
発
ビ

ル
の
商
業
床
は
空
き
床
が
増
え

て
い
る
状
況
で
す
。 

★
中
央
北
地
区
開
発
も
前
回
破

綻
し
ま
し
た
。 

★
今
ま
で
の
総
括
も
せ
ず
、
財
政

計
画
も
、
事
業
の
見
通
し
も
な
く

進
め
ら
れ
る
の
で
し
ょ
う
か 

 

能勢口 

市役所 

川西警察 

南北にせせ

らぎの道 


